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（一羽のスズメが教えてくれたこと）
（熊本県）・（菊池市立泗水中学校）・（３年）

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ながた),永田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さ),咲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),希)）
　犯罪や非行のない地域社会づくりを目指すためには、何が必要なのだろう。そう考えた時、私は一つの出来事を思い出しました。
　今年の三月、私は一羽のスズメに出会いました。その時そのスズメは、私の家の屋根付近から落ち、右足を怪我していました。私はそのスズメに、「ササミ」という名前をつけ、怪我が治り飛びたてるようになるまで世話をすることにしました。スズメの正常体温は四十二度と高いのですが、その日は気温が低く温めても温めても、目も口もあけてくれませんでした。しかし、ずっと湯たんぽで温めていたところ、「チー」と鳴いてくれました。私はとても嬉しくて泣いてしまいました。それからササミは、とても元気になりました。私や母が手を伸ばすと手のひらに乗ってきたり、必死に翼を広げて飛ぶ練習をしたりと、その姿は愛らしくて、その頃にはこのまま育てていきたいという気持ちになっていました。しかし、ササミを保護して二週間が過ぎた頃から、次第に右足の怪我が悪化していきました。ササミは、左足だけでジャンプしながら前と同じように、手のひらに乗ってきました。右足が不自由なのに必死に生きていました。それから数日後の夕方、ササミは天国へと旅立っていきました。まだ空を飛んでいないのに、なかまと離れて一人（一羽）で寂しかっただろうなどと考えると、「悲しい」という気持ちが込みあげてきました。そんな時、母は私に対し、こんな言葉をかけてくれました。「ササミは咲希と遊べて楽しかったと思うよ。それにね。あのまま気づかなければ、ササミは寒い中で死んでいたんだよ。ササミは幸せ者だね。」私はその言葉で、悲しく落ち込んでいた気持ちが軽くなったように感じました。
　この出来事から私は、二つのことを学びました。
一つ目は、「悲しい」という気持ちを持つことは、とても大切だということです。「悲しい」気持ちは様々ですが、殆どが、嫌なことがあった時に感じるものだと思います。しかし、それだけでは、「自分は」という自分本位の考えで終わってしまいます。自分が、「悲しい」気持ちを知っているからこそ、相手が悲しむようなことはしない。相手に悲しい思いはさせない。当たり前のようなことですが、改めてそのことに気づかされました。
　二つ目は、周りの人の言動の大切さです。私は、母の言葉で救われました。それほど周りの人の言葉や行動は、人の心を慰め落ち込んだ気持ちから抜け出すきっかけになるのです。犯罪や非行に走った人が立ち直るために一番大事なことではないかと思いました。
　私は一羽のスズメが教えてくれたこと、自分が「悲しい」と思うことは相手にも決してしない。周りに「悲しい」と思う人を作らない。私たちの言動は人を変えることができる。ということを大切にし、今、自分の周りにいる人や、これから出会う人に、言葉や行動で伝えていこうと思います。
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